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調査の概要

1. 調査の趣旨・目的
この調査は、ゲーム開発者を対象に、新型コロナウイルス感染症の影響で在宅勤務を行う開発者が増
えている中、ゲーム開発に携わる皆様における在宅勤務の実態を把握し、開発者と勤務先企業それぞ
れの対応に役立つ情報を提供することを目的とし調査を実施いたしました。

2. 調査期間 2020年5月19日〜6月7日

3. 調査方法 インターネット調査

4. 調査対象
プロデューサー、ディレクター、エンジニア、アーティスト、テクニカルアーティスト、サウンドクリエイター、
ゲームデザイナー、品質管理(QC)・品質保証(QA)・テスター・デバッガー、役員/管理職などに従事
する商業ゲーム開発者

5. 有効回答数 1,012名
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Q1. 性別

全体 n=1,012
男性 n=  834

女性 n=  178

男性
82.4%

女性
17.6%
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Q2. 年齢

全体 n=1,012

6.5%

16.3%

18.5%

21.6%

18.4%

13.6%

5.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

18歳〜24歳 (n=66)

25歳〜29歳 (n=165)

30歳〜34歳 (n=187)

35歳〜39歳 (n=219)

40歳〜44歳 (n=186)

45歳〜49歳 (n=138)

50歳〜 (n=51)
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Q3. 配偶者の有無

n=1,012

配偶者あり

44.8%配偶者なし

55.2%
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Q4. 配偶者の勤務形態

n=484

配偶者は

在宅勤務

36.4%

配偶者は

出社勤務

22.9%

配偶者は

勤務していない

40.7%
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Q5. 子供の有無

n=1,012

子供あり

27.9%

子供なし

72.1%
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Q6. 新型コロナウイルスの影響で、家庭で世話が必要になった
子どもの人数

n=285

0人

18.9%

1人

36.8%

2人

34.4%

3人

8.4%

4人以上 1.4%
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Q7. 現在の職種

全体 n=1,012

43.8%

14.7%

12.8%

6.7%

3.9%

2.9%

2.9%

2.8%

1.7%

1.2%

0.5%

0.4%

5.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

エンジニア

ゲームデザイナー

アーティスト

ディレクター

役員、管理職

テクニカルアーティスト

サウンドクリエイター

プロデューサー

品質管理、品質保証、テスター

データサイエンティスト等

学生

教授、教員、講師

その他



9

Q8. 現在の役職

全体 n=1,012

55.1%

21.4%

7.3%

6.4%

4.0%

0.9%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

一般

リーダークラス

主任・係長クラス

課長クラス

部長クラス

執行役員

経営者
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Q9. ゲーム産業の経験年数

全体 n=996

15.4%

15.0%

13.1%

11.7%

11.8%

9.2%

23.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

3年以下

3年超6年以下

6年超9年以下

9年超12年以下

12年超15年以下

15年超18年以下

18年超



11

Q10. 現在携わっているプラットフォーム

全体 n=1,012

57.0%

50.4%

33.9%

24.0%

9.8%

7.0%

6.1%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

スマートフォン、タブレット

据置型ゲーム機

PC

携帯型ゲーム機

業務用ゲーム機

VR、ウェアラブル端末

携帯電話 (フィーチャーフォン)

その他
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Q11. 現在の職場の従業員数

全体 n=1,012

2.4%

1.2%

1.5%

2.9%

4.2%

4.5%

9.9%

26.2%

7.1%

6.3%

11.0%

22.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

1人

2〜4人

5〜9人

10〜19人

20〜29人

30〜49人

50〜99人

100〜299人

300〜499人

500〜999人

1,000〜1,999人

2,000人以上
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Q12. 就業形態

全体 n=1,012

81.0%

5.5%

1.9%

1.0%

5.3%

4.3%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員

契約社員

派遣社員

アルバイト・パート

フリーランス・独立開発者

経営者 (執行役員以上)

その他
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Q13. 新型コロナウイルスによる在宅勤務の有無

n=1,012

YES

94.6%

NO

5.4%

※「在宅勤務「有」はQ14~38を回答、在宅勤務「無」はQ39~45 を回答」。
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Q14. 以前の在宅勤務経験

n=956

在宅勤務を

したことがある

32.0%

どちらも経験がない

64.1%
在宅以外での経験があった

9.2%
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Q15-1. 在宅勤務の現況（調査時点:〜6/7）

n=956

現在も継続中

96.3%

継続していない

3.7%
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Q15-2. 在宅勤務開始日
全体 n=893

7.8%

19.7%

67.7%

4.5%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

2020年2月

2020年3月

2020年4月

2020年5月

2020年6月

※今回の新型コロナウイルスの対応を見るために2020年以降のデータ集計としました。
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Q15-3. 在宅勤務終了日
全体 n=893

0.1%

0.3%

5.3%

0.8%

93.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2020年3月

2020年4月

2020年5月

2020年6月

継続中

※今回の新型コロナウイルスの対応を見るために2020年以降のデータ集計としました。
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Q16. 在宅勤務理由

n=958

勤務先で全社の指示

または推奨があったから

92.3%

勤務先で全社の指示

または推奨はなかったが、

部門の指示または

推奨があったから

4.0%

勤務先での指示または

推奨はなかったが、

自己の判断で実施した

3.8%
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Q17. 勤務先の在宅勤務の指示/推奨タイミング

n=934

タイミングは必要より

も早いと感じた

3.3%

タイミングは適切

と感じた

63.2%

タイミングは必要より

も遅いと感じた

33.5%
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Q18. 勤務先の在宅勤務対応に対する満足度

n=953

大いに満足している

29.5%

満足している

47.4%

どちらでもない

15.3%

不満を感じている

6.3%

大いに不満を感じている

1.5%
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Q19. 在宅勤務の導入で良かった項目 (複数回答)

全体 n=909

57.3%

54.7%

51.4%

34.8%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

在宅での仕事のやり方が適切に

示されスムーズに移行できた

在宅勤務のタイミングが適切であった

在宅勤務の機器手配、

NW手配が適切であった

在宅勤務における勤怠管理、人事評価

等の情報提供が適切であった

その他
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Q20. 在宅勤務の導入で最も良かった項目 (単一回答)

※前頁の複数回答に合わせて降順ソート

全体 n=899

29.1%

31.0%

25.1%

5.7%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

在宅での仕事のやり方が適切に

示されスムーズに移行できた

在宅勤務のタイミングが適切であった

在宅勤務の機器手配、

NW手配が適切であった

在宅勤務における勤怠管理、人事評価

等の情報提供が適切であった

その他
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Q21. 在宅勤務の導入の際に困った項目 (複数回答)

全体 n=695

31.4%

26.9%

26.0%

18.4%

32.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

在宅勤務の機器手配、NW手配が

適切でなかった

在宅勤務における勤怠管理、人事評価

等の情報提供が適切でなかった

在宅勤務のタイミングが適切でなかった

在宅での仕事のやり方が適切に

示されず、スムーズに移行できなかった

その他
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Q22. 在宅勤務の導入の際に最も困った項目 (単一回答)

※前頁の複数回答に合わせて降順ソート

全体 n=721

22.2%

16.6%

16.2%

10.7%

34.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

在宅勤務の機器手配、NW手配が

適切でなかった

在宅勤務における勤怠管理、人事評価

等の情報提供が適切でなかった

在宅勤務のタイミングが適切でなかった

在宅での仕事のやり方が適切に

示されず、スムーズに移行できなかった

その他
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Q23. 在宅勤務での仕事の生産性の変化

n=954

生産性は

すごく上がった

(120%以上)

7.8%

生産性は上がった

(105％〜120％未満)

30.5%

生産性は

ほぼ変わらない

(95％〜105%未満)

28.2%

生産性は下がった

(80%〜95%未満)

21.9%

生産性は

すごく下がった

(80%未満)

11.6%
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Q24. 生産性が上がったと感じる項目 (複数回答)

全体 n=452

93.8%

72.6%

55.5%

51.8%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤時間が減り、時間を有効に

使うことが出来る

在宅にてマイペースで時間配分ができる

在宅にて仕事により集中できる

職場の打合せや会議が減り、

時間を有効に使うことが出来る

その他
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Q25. 生産性が最も上がったと感じる項目 (単一回答)

※前頁の複数回答に合わせて降順ソート

全体 n=466

62.9%

13.9%

9.9%

10.1%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤時間が減り、時間を有効に

使うことが出来る

在宅にてマイペースで時間配分ができる

在宅にて仕事により集中できる

職場の打合せや会議が減り、

時間を有効に使うことが出来る

その他
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Q26. 生産性が下がったと感じる項目 (複数回答)

全体 n=520

49.4%

48.5%

40.8%

27.5%

17.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

オンライン会議では業務上の

コミュニケーションが十分にできない

PCやネットワーク環境がオフィスに比べ

十分でない

在宅では仕事モードへ切替えが難しい

子供や家族が近くにいると、なかなか

仕事に集中できない

その他
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Q27. 生産性が最も下がったと感じる項目 (単一回答)

※前頁の複数回答に合わせて降順ソート

全体 n=527

25.8%

26.2%

20.9%

15.0%

12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

オンライン会議では業務上の

コミュニケーションが十分にできない

PCやネットワーク環境がオフィスに比べ

十分でない

在宅では仕事モードへ切替えが難しい

子供や家族が近くにいると、なかなか

仕事に集中できない

その他
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Q28. 在宅勤務に必要なパソコン等環境の支給

n=947

ほぼ会社から支給された

70.4%

支給が一部はあった

18.0%

全く支給

されなかった

11.6%
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Q29. 在宅勤務のネットワーク環境の支給

n=948

ほぼ会社から

支給された

10.5%

支給が一部はあった

28.0%全く支給されなかった

61.5%
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Q30. 在宅勤務開始時に自身で新たに購入した物品

全体 n=839

38.5%

33.0%

21.9%

16.7%

13.0%

3.1%

3.0%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社からの貸与品および

保有機材で問題なく開始できた

椅子や机など什器

カメラ、マイク、スピーカー、インカム等

ネットワーク関係備品

モニタ

PC

ソフトウェア

その他



34

Q31. 在宅勤務の特別な手当等の支給

n=948

在宅勤務手当が

支給された

(通勤費用の振替を含む)

48.1%

特に手当はなかった

48.7%

その他 3.2%
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Q32. 在宅勤務での勤務時間の変化

n=956

勤務時間が

すごく長くなった

(120%以上)

5.9%
勤務時間は

長くなった

(105％〜120％未満)

16.7%

勤務時間は

ほぼ変わらない

(95％〜105%未満)

52.7%

勤務時間は

短くなった

(80%〜95%未満)

19.4%

勤務時間は

すごく短くなった

(80%未満)

5.3%
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Q33. 勤怠管理

全体 n=950

77.1%

56.1%

3.3%

3.7%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

会社の勤怠システムを利用した

(出社勤務と変わらず)

業務開始と終了時をメールや

チャットで報告した

タイピングやカメラ、ネットワークアクセス

等の利用で勤怠を管理した

その他

特に管理していない
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Q34. 通常勤務になった際の在宅勤務の希望

n=957

継続して実施したい

33.4%

オフィス勤務と

併用したい

59.9%

実施したくない

5.5%

その他 1.1%
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Q35. 在宅勤務を経験して良かった点 (複数回答)

全体 n=951

81.5%

62.8%

58.8%

39.7%

32.0%

31.0%

15.8%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

通勤や会社業務による新型コロナウイルス感染

のリスクが減り安心した

新型コロナウイルスの感染爆発を防ぎ社会貢献

ができた

仕事のやり方を見直すきっかけになった

Zoomなどオンライン会議ツールを使えるように

なった

仕事の生産性が上がった

家族と過ごす時間が増え、休校の子供などを

世話することができた

家族、同僚、友人等との結びつきが強くなった

その他
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Q36. 在宅勤務を経験して最も良かった点 (単一回答)

※前頁の複数回答に合わせて降順ソート

全体 n=948

34.6%

6.9%

25.4%

3.3%

8.6%

11.9%

2.6%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

通勤や会社業務による新型コロナウイルス感染

のリスクが減り安心した

新型コロナウイルスの感染爆発を防ぎ社会貢献

ができた

仕事のやり方を見直すきっかけになった

Zoomなどオンライン会議ツールを使えるように

なった

仕事の生産性が上がった

家族と過ごす時間が増え、休校の子供などを

世話することができた

家族、同僚、友人等との結びつきが強くなった

その他
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Q37. 在宅勤務を経験して困った点 (複数回答)

全体 n=886

64.9%

28.3%

23.4%

23.1%

15.3%

14.4%

7.4%

7.0%

3.6%

14.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

外出できないことから運動不足になる、またはストレスが溜まった

仕事の生産性が下がった

社会活動や経済が縮小して将来への心配が増えた

仕事の評価が正当にされるのかどうか心配になった

在宅勤務では対応できない業務が多く積み残った

勤務時間が超過気味になった

仕事のやり方を変えることになり混乱した

家事等により勤務時間が減った

Zoomなどオンライン会議ツールを使うことに抵抗を感じた

その他
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Q38. 在宅勤務を経験して最も困った点 (単一回答)

※前頁の複数回答に合わせて降順ソート

全体 n=885

38.9%

14.6%

9.5%

8.4%

6.7%

5.0%

1.7%

2.4%

1.0%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

外出できないことから運動不足になる、またはストレスが溜まった

仕事の生産性が下がった

社会活動や経済が縮小して将来への心配が増えた

仕事の評価が正当にされるのかどうか心配になった

在宅勤務では対応できない業務が多く積み残った

勤務時間が超過気味になった

仕事のやり方を変えることになり混乱した

家事等により勤務時間が減った

Zoomなどオンライン会議ツールを使うことに抵抗を感じた

その他
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Q39. 在宅勤務をしなかった理由

n=58

勤務先で全社の指

示または推奨どちらも

なかった

32.8%

勤務先で全社の指示また

は推奨はあったが、部門と

して在宅勤務をしなかった

31.0%

勤務先での指示また

は推奨はあったが、自

己判断で在宅勤務を

しなかった

36.2%
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Q40. 在宅勤務をしなかった結果

n=56

出社して勤務した

58.9%自宅待機した

16.1%

休職、休暇した

5.4%

その他

19.6%
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Q41. 在宅勤務の対応全般に関する勤務先の満足度

n=58

大いに満足している

24.1%

満足している

20.7%
どちらでもない

36.2%

不満を感じている

15.5%

大いに不満を感じている

3.4%
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Q44. 在宅勤務をしなかったことで、良かったと感じる点

全体 n=52

67.3%

44.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

仕事のやり方を変える必要がなく

生産性を維持できた

その他
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Q45. 在宅勤務をしなかったことで困ったと感じる点

全体 n=45

51.1%

26.7%

48.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤や会社業務によるウイルス

感染のリスクが心配になった

社会で在宅勤務が奨励される

中、社会へ協力や貢献が出来

ず、後ろめたさを感じた

その他


